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解説特集「我々にとっての教育システム情報学マップ： 
問いの体系化の試みとその共有」

 近藤　伸彦 田中　孝治 山元　翔
 （東京都立大学） （金沢工業大学） （近畿大学）

1.　はじめに

本解説特集は，教育システム情報学会（JSiSE）の

設立 50 周年記念事業の一つである，教育システム情

報学マップ作成WG（ワーキンググループ）の最終成

果報告の場として企画した特集です．

本WGはこれまでに，本学会誌では「私の教育シス

テム情報学マップ：問いの体系化に向けて（1）」（Vol. 

39, No. 2，10 編の解説），「我々の教育システム情報

学マップ：問いの体系化の共有に向けて（2）」（Vol. 40, 

No. 2，3 編の解説）の 2度の解説特集を掲載してき

ました．また，これらの解説特集をベースに，全国大

会プレカンファレンスでも 3年にわたりセッション

を企画し，さまざまな議論を行ってきました．今回の

解説特集は，3年あまりの活動の集大成として，教育

システム情報学における「問い」の体系化およびこれ

に基づく「教育システム情報学マップ」の作成という

ミッションについて，3編の解説の形でその回答を示

すものです．

2.　教育システム情報学マップ作成WG

本WGの企画した最初の解説特集の「解説特集のこ

とば」では，本WGの設置の動機として，『学会員の

みなさまが解決に取り組む「問い」を広く共有知とす

ることを可能とする情報システム的な仕組みを，50

周年記念事業の一環として構築するとともに，蓄積さ

れた問いを体系化することで教育システム情報学マッ

プを作成することを計画』していると述べられていま

す（1）．本WGはこれをもとに，教育システム情報学

における「問い」の体系化と，これに基づくマップを

作成することをミッションとして，2021 年 11 月に

設置されました．メンバーは，比較的若い世代を中心

として，近藤，田中，山元のコアメンバーと，大﨑理

乃，米谷雄介，高橋聡，田和辻可昌，東本崇仁，林佑
樹，光原弘幸（敬称略）のあわせて 10人で構成され，

3年あまりにわたって活動を進めてきました．

本WGは，先述した本学会誌の 2度の解説特集や，

毎年の全国大会におけるプレカンファレンス企画をマ

イルストーンとして，少しずつ，紆余曲折を経なが

ら，議論を進めてきました．最初の解説特集で述べた

ことですが，本WGは，『教育システム情報学および

その周辺領域に携わるあらゆるステークホルダーに開

かれたものでありたい』ことから，『本分野にかかわ

るすべての方が本WGの「11 人目のメンバー」であ

ると考え，教育システム情報学の「十一の心」＝「志」

を芯に据えたWGとして，この壮大な取り組みに挑

むことを目指』してきました（1）．このコンセプトが

どれだけ実現できていたかは心許ないところですが，

これまでの解説特集をお読みいただいた方々，プレカ

ンファレンス企画に参加いただいた方々，同企画を通

して閲読や議論の場にご協力いただいたシニア研究者

の方々，学会誌の巻頭言などで本WG の取り組みに

言及してくださった方々，WGメンバーに直接ご意見

や激励のお言葉をくださった方々，本取り組みの紹介

と議論の場をいただいた日本教育工学会をはじめとし

て，ご関心をお寄せいただいたほかの学協会のみなさ

まなど，さまざまな「11 人目」の方々にお力をいた

だいたことが心に浮かんできます．本WGに目を向

けてくださり，ご支援くださいましたことにつきまし

て，この場をお借りして，心よりお礼申し上げます．
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3.　WGのあゆみ

これまでのWGのあゆみについては，2度の解説特

集（1）（2）をぜひご参照いただきたいのですが，ここで

も簡単に振り返りたいと思います．

最初の解説特集では 10 人のメンバーが初期的なア

イデアを持ち寄る形で独立した解説を寄稿し，2022

年全国大会のプレカンファレンスではこれらをもとに

多くの方々との議論を行いました．そこでは，「誰の

ためのマップ」を想定すべきかを議論し，JSiSE の研

究者や学生という「JSiSE の内側」と，企業・教育実

践者・他分野の研究者などの「JSiSE の外側」とに大

きくマップのユーザを分けるという視点が見いだされ

ました．

2022 年の秋以降は，三つのサブグループ（田中・

東本・光原，山元・田和辻・林，近藤・大﨑・米谷・
高橋）に分かれて議論を進め，2度目の解説特集にて

三つの解説を執筆しました．この解説特集において提

示した，問いの体系化とマップ作成のための観点をも

とに，山元・田和辻・林のサブグループは教育システ
ム情報学研究のオントロジー作成を，田中・東本・光

原のサブグループは「内側」に向けたマップのあり方

を，近藤・大﨑・米谷・高橋のサブグループは「外側」

に向けたマップのあり方をそれぞれ中心的テーマとし

て議論を進めることとしました．

その後，2023 年のプレカンファレンスにおけるシ

ニア研究者の先生方との議論などを経て，最終的な

WGの成果物のまとめに向かいました．各サブグルー

プの議論は多様なものでありつつ，またそれぞれがそ

れぞれに魅力的なものでした．一方で，これをどのよ

うに統合し，WGとしての「答え」とするのか．これ

には多くの議論がありました．結果として，各サブグ

ループのさまざまな議論を統合した「一つの答え」に

収斂させてしまうよりも，各サブグループの色を活か

し，「問いの体系化」や「マップ作成」に対する多様

な考え方を多様なままに深めてそれぞれの答えとして

提示することが，今後本分野において「問い」を主軸

においた議論を促進するための重要な観点を多面的に

提供できるのではないかと考えるに至りました．

4.　WGからの「答え」としての 3編の解説

本解説特集は，こうして三つのサブグループがそれ

ぞれ検討した問いの体系化とマップ作成の成果につい

て，それぞれの「答え」として，1編ずつの解説にま

とめたものです．そのような意味から，本解説特集は

「我々にとっての教育システム情報学マップ：問いの

体系化の試みとその共有」と銘打っています．

オントロジーにより教育システム情報学研究の本質

的性質を記述することに基づくマップ化のアプロー

チ，「採録論文ハイライト」として蓄積された問いか

ら要素抽出して分類するボトムアップなマップ化のア

プローチ，そして特定の研究領域に対する対話的な論

文分析から価値ある問いの体系化を試みるアプローチ

と，各サブグループのアプローチは三者三様で，たい

へん読みごたえのあるものになっています．一方で，

各解説には，相互に深く関連する概念が異なる形で述

べられていることも少なくありません．これらを横断

したさらなる整理は，未来の議論に期待したいと思い

ます．

以下，各サブグループによる解説の概要を簡単に紹

介します．

4.1　山元，田和辻，林「教育システム情報学とはど
のような学問領域なのか？̶領域の未来のため

の検討̶」

山元，田和辻，林による解説では，本プロジェク
トの課題を，（a）教育システム情報学研究における問

いの体系化，（b）教育システム情報学研究マップの構

築と捉え，構築したオントロジーを基盤として，（a）

体系化のための視座の提供，（b）2 種のマップの構築

を行っています．具体的な成果としてはまず，（a） RQ

を［問い方］‒［背景］‒［動詞］で捉え，背景で体系化す

ることが研究を促進しうる可能性を見いだしていま

す．さらなる成果として，（b）基礎-応用マップは，自

身の研究の位置付けを基礎‒応用の視点で捉え，さま

ざまな引用・被引用の関係を捉える助けとすることが

でき，また，フロンティアマップは，その研究アプ

ローチに軸を置いて，研究の深化を捉える視座を提供

すると考えています．
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4.2　近藤，大﨑，米谷，高橋「越境的な知の創造を

支える教育システム情報学マップ」

近藤，大﨑，米谷，高橋による解説では，JSiSE の

「外側」に向けたマップ作成を起点とした議論の結果

として，「5W1H」という誰もが理解しやすい問いの

枠組みと，教育システム情報学でしばしば参照される

「Yモデル」をつなげることで，「外側」と「内側」の

境界を越えた知の創造を促すマップを提案していま

す．リサーチクエスチョンなるもの自体についての議

論を参照しつつ，本分野ならではの問いの構造を考察

したうえで，本分野のリサーチクエスチョンの構成要

素を「5W1H」の切り口で整理しています．結果とし

て，「採録論文／受賞論文ハイライト」に記載の「問い」

から抽出した要素や，「カテゴリ表」の記載内容など

をマッピングした6枚のマップを提案しています．

4.3　田中，東本，光原「JSiSE 防災教育マップ作成の

道のり̶問いを体系化する際に必要なもの̶」

田中，東本，光原による解説では，防災教育という

具体的な分野を対象に絞り，避難訓練モデルを JSiSE

防災教育マップに見立て，問いの体系化を試みていま

す．そのなかで，これまでの解説では見られなかっ

た，「“機知に富んだ問い”と“魅力的な問い”」や，「“課

題的な問い”と“問題的な問い”」を新たな問いの種

類として論じています．“機知に富んだ問い”や“課

題的な問い”は，教育実践に根差す問いであり，“魅

力的な問い”や“問題的な問い”は，理論から導かれ

る問いであるといった分野に依存しない整理を行って

います．また，問いの体系化に必要となる動機づけ，

および，体制について検討しています．

5.　教育システム情報学の未来に向けて

3 編の解説にて紹介しているオントロジーやマッ

プなどは，本WGの成果物を掲載したウェブサイト

（https://sites.google.com/view/jsise-map-wg/） にお

いても公開しています．お時間の許す際に，ぜひじっ

くりとご覧いただければ幸いです．

最初の解説特集において，本WG では『最終的な

「マップ（どのような形になるかはともかく）」だけ

をアウトプットするのではなく，そこに至るプロセ

ス̶̶迷いやコンフリクト，行き詰まりも含め̶̶を

記録する』ことを述べていました（1）．今回の各解説

も，マップそのものの記載や説明はもちろんあります

が，やはり「プロセス」に重みがあるものになったと

思います．そして，いずれの解説も，最後に未来を描

いています．

3年あまり，紆余曲折のあるWG活動となりました

が，ユニークな成果物に辿り着いたのではないかと思
います．一方で，力のある研究者のみなさまに割いて

いただいたエフォートは，けっして小さくないもので

した．本解説をはじめとする成果物が，本分野にかか

わる多くの人に届き，「問い」というものの大切さに

多くの人があらためて目を向け，深い対話が生まれる

きっかけになることを望んでいます．

この取り組みは常に「未完」です．今回の成果物が，

教育システム情報学の未来に少しでも資するものと

なっていることを願います．
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